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Pali /Z72&2 に お ける 722772cZ22 の 2s の 形態 
一 一 Pali 7zzz&z に 見 られ る 7x277c ん oz の Zs II: 84 一 一 
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Pali /Z7262 に お ける 72277@cZ27 の 25 の 形態 
ーーPali 7gzg&g に 見 られ る zzz の cgzgs IT: 84 一 ー 
匠 本 絢 子 
(本 策 は , 「Pali 7zzgkg に お ける zackgx2es の 性格 」C: 81 序 , 82 土 癌 律 学 


お ける gz27zyg 類 の 規定 , 8 3 Pali 7Zzzg&z に お ける Zzz72cZzzZzs の 規則 :『 仏 教研 
究 』 第 7 号 ) の 続編 で あり , 別途 発表 予定 の 表 1・2 《。pezzzg の 形態 ) 及び S5 text 修 


Ya 引 あ metrical licence と 伴 に , 全体 と し て , 「Pali 7zzz&2 に 見 られ る 娘 ZZc ヵ 2z2y」 


- の 7gc が gz の gs の 性 格 」 (本 稿 で 用 いる 訓 律 用 語 


を 構成 する 。 照合 の 便宜 上 , 項目 に は 通し 番号 を 用 いる 。 な お , 本 稿 で 扱う 材料 は , 
7. 中 の zezz./ zz み . 356 の. で ある 。 v. 83 冒頭 c. n. 2) ( 


(略語 と 記号 ) 
一 一 特殊 な 略 語 ・ 記 号 だ け を 記載 する 。 他 は 慣用 に 従う 。Cf.「Pali 7zzz&2 に お す る 


は 普通 名 


7g. gg を g (回 名 有 詞 
' 副 72ZZ&Z.) _ 
-E The Jataka together with its CO 1-VI ed. V. Fausbgll (London 
1877-96) : VII (Index) ed. D. Andersen (1897) 一 一 BI (ビル ィ 文 ず ) 及び C 
(セイ ロン 文字 ) の 各 写 本 に 基づく 。 
D The Jataka: Naranda Devanagari Pali Series III 1-2, du D. Kashyap CBihar 
_ Government 1959). ' 昌 
o77@e, (W, B.) Kunala-Jataka, Text and Translation CPTS 1970). 


- の 2 の. の Z の gcc72272 の ZsZ を の の 〆. 

_ cg の . cggezce (vV. supra S 3 1.1.) 数 字 の 左肩 の 記号 

2 の 227 の 3 の [ oz が で は - なく 2 の で ある と と る 示 
o の g. oZezz2g (vV. supra S3 1 上 肖 。 ] 
の の . の ヵ 2gg * 底本 の 形 の まま で は 正当 と 認め 難い 
の 726200 い ' ンカ グ 生生 

sy2c. s22cO み go (Y. supra S3 3.1.) † 底本 の 形 が いずれ の Mss. に も 支持 さ 
2 た 272/ ' ' 「 。 れ て いな い み 〆. ' 

2 た . vg22277yg 「 ' 数 字 右 情 の / cgg. に 問題 の ある Zg. 
雪 字 各 7p. 内 部 の 誠人 番 号 CN. を 付き | ( ) 原文 へ の 洒 加 

れ た 数 字 は 7z. の 番号 ) _ | 母音 の 上 の 一 短 母 音 の 長 母 音 化 

ab で ST 1 第 馬 20 99 て の 生音 の 上 の 長 母 音 の 短 母音 化 


[ ] 筆者 に よる 修正 を 受け た 詩 節 又は | 母音 の 上 の 軽 音節 と し て 扱わ れる 母音 
ー 995 一 


90) 。 Pa zzkc に お ける aprgcgz2os の 形態 ( 阪 本 ) 


十 鼻 音 ーー ウロ ズ は Cry 子音 結合 CC の 単 子 
Cr (WV) Cs 母音 CV) た よる 子音 結合 | 音 化 CC。 又 は Cr ek 
(CiCs) の Kx272742/27/727 グ 4 ^ compound の 分 割 


( 注 ) 表 1・2 を 除く 84 で は * の 表記 を , 又 .S42 で は † の 表記 Mi 


S4 Pali Zoo に お ける 07rOCZg カ の な の 】 用 態 

1. 《ozezzzg の 形態 》: 表 1・2 て 85 と と も に 別 人 発表 の 馬 ) 

る 《cggezce に 関す る 不 規則 形 》 ' ( 必着 > 

が ます. opg. と cgg. の 境界 に また が る syzc. Ce SUDra ss 3 e。 3): N. 415 
99 > N. 458 ?189 三 2199 三 9209 王 9218: N. 545 28e. 

2.2. 特殊 な cgZ. (Cy. supra 83 4.2. c. 沿う) 一 a cg. ーUU リ ーー: N. 112 
162 和 TOEN、 415 8 を ーー cg の 第 リー: N. 449 69=75. 

2.9. 2Z. 給 数 (に 過 不 足 の ある cgg. &. 1 2. の 不足 : N. 449 †38 三 N. 454 
148 (但し 共に Mss. の 形 ): Ni 14219 229 97P TT9c (Mss. の 形 ) †299 (=E, Mss. 
で は 2m. 不足 , “9 は Y. infra 3.3.)) ?109 911e: N. 508 ?9*_e155 N. 545 5* 
97 8 9? 26% 一 一 b. 1 み . の 過剰 : N. 112 Tf: N. 204 25: N. 249 1e 3axNre317 
80S NT 421 8" N. 449T2 の 6 介 代 MSg の 形 ): N. 458 19e: N 471 91b 'D59・ 
Ni 508 ?19 王 69 99e 二 106 299 王 9109 6138: N. 536 6e: N.545 9 ここ ec 2 の 
過剰 : N. 471 46。 | | 

2.4. 全体 的 に 訪れ た cgg.: N. 111 ⑦1* 915・ N. 112 18 地 wN. 421 9<・ N. 
454 4 N. 471 ?4* 96b 2ge 99d・ N. 508 58e 三 917e 911 o]gb 16 の P Y. in- 
fra 3.1. )): N. 545 6c 25* 29* 30*. 「 

2.5. ogzz. cgg. と 2 の 。 ce の. の 同一 詩 節 内 で の 混用 Cv. supra S.3.4. 1.c1) 
N. 111 1 (a gz の 2.7。b 2 の p., cd ogzz。 ) リ 5 N. 421 98 (Ga だ け yg た -2@ の .7) "9 (c 
だ け :v227. つ 2z の PD TN. 458. 99 Cc だけ vg. 2 みみ .) : N. 508. イエ NO だ だけ り 227. 
7 人 る 5 9 だ け 729』 0 (a だ け zgzz. 志 


1) supra 83 4.1. 5 で 扱 つた 諸 例 の 他 に , N. 421 Cgzggzz27o-7z. 8" 9* も 又 , 本 来 . 
の 、 で は な か つた か と 疾 わ れる 。 前 後 の 詩 節 は gz み . で 6<?9)( 但 し 96 の 一 部 は ヵ ァ , 
Vinfra. 4: よわ)。 89 : s27 の 77777427 ev@ の gssgZ (v. 1.E-BVT B と も (て eowg の 後に 
222726 を 付加 : 42Zoos72 の 対応 詩 節 (GII p. 195 相 11-14) は 崩れ た 2 の ・ で a は 
ーー 2. の 形 を 示す 5 の 72 の 7s72 ん 2272 の efyg7 れ o Zoo の @ の 72o 8” は 本 来 ,。 た と えば 2 6 ツ の 
222722 の gssg の よう な 形 の zz ぁ . で あつ た か も 知れ な い 。 9C: cse 友 @7277 77722 の 7 (Y。 
1 ECF2BO 、D と ゃ も kc gzgz) E-BT 27227 の は cg の . が 乱れ で いる 。.27orzー ト og727 KK よ り 
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PP 前 7zg&g に お ける 2772cgz の gs の 形態 ( 阪 本 ) (91) 
正しい gz. が 得 ち れる が , 27Zooszz 対応 人 箇所 (HI p. 195, 1. 5): eso gzg7e Zg7z 
@777 の ひ Og の 7772 の 示す 2e の . 形 の 方 が より オリ ジン ナル で は な い だ ろ 5 か 。 
_3. 《 辞 節 の 構成 に 関す る 不 規則 形 ) 0 ピン ・ 

き 1. 52g. 人 の NN ば 前 2 (629.。 Y.supra S3 4.2.iii) a)) : N. 
508 ?16 (5 ヵ Z.). 2 ia し 

M N. 508 2c2 の 72772 の 2- -7@.。 16 は 5 7 ヵ g. を 有する 


8 274 が go2724g272「 7227272722272 2727Z が が (一 リーーUUUU 一 Uーー)。 
_b 3g&o fe 2 ZZ が ossge (ーーーーーUーUー U), 
JO の ez の gssZ gz272 72 の g77Z 2 が 2 (一 ーー リリ ーUーU リ ーー), 
0d し の 2 cg3 zoogozo gs2 が 2 (て ーーUUーUーU 一 げ 

6 gy2772 の ZZzz27g72 sgZ27 72272 6Z222 (一 一 一 UU リ ーU リ ーU リ ーー). 


v. 1. 1. E-BT 2-. 2. D ggggz. 3. E-B9 22 の og: の 7 の 222 62 ノ デーー( 訳 ) 八 曲り の 貴 い 
珠 を 帝釈 天 が あな た の 先祖 に 与え まし た 。 それ が 今 は の eozgg の 掌中 に あり ます 。 そ し 
て 役 は と つ そ り と [と の 盗み を 】 母親 に 庄 し た の で す が , 打ち 明け られ た [この 〕) 秘 密 を 」 
私 が 開き 付け た の で ご ざい ます 。 (の evzzZz は 普通 帝釈 天 を 指す が と と で は 人 名 ) 一 一 
bce が zz み . 偶数 ヵ Zg. を , d が 奇数 ZZ7. を 示す の に 対し て , a の 形 は 非常 に 崩れ て い 
る 。 強い て a を gz. と 解す る 為 に は , cggZ. 内 部 で 2 回 eso7gzoz (ぴり U) が 起 つ 
て いる と みな す 外 な い : ai gogA2 Zoozg7o7gz27 が 27 が 7o み (一 0ーUUUUUUU 一 
電 し か し , vait. の 一 変種 と し て , cgZ. 内 部 に zeso7zzzoz を 許す zzgggz が 一 部 の 
弟 韻 律 書 に 知ら れ て いる も の の , pali 文献 に 於 て は 十分 証明 きれ て お らち ず ,.ee/ と で 
22 の . の cg の . 内 部 に 2 回 連続 の zeso/zzzoz を 認め る と と に は 困 黄 を 感じ る (v. supra 
2 及び 83 3.1. 記 )。 せ しろ, と の a の 形 は , 第 5 音 節 の ZesoZzZzo72 を 伴 つ た いわ ゆ 
る ZZe77 を 思わ せる (: デー で マッ ー, UUUUーU リ ー ゴ 5 cf H. Smith: Saddaniti 
IV (Lund 1949),。p. 1151 8. 3. 1, 01-12 及び -2 ぅ 人 A. 氏 . Warder: Pai Metre (PTS 
1967)。 き 278: 上 。 Edgerton: "The Epic Tristubh and its Hypermetric Varieties” TAOS 
1939 p. 159 sqq。 spec. p. 168)。 但し, gz. の opg. と し て は 一 リーー は 稀 で ある 。 人 
0 b も , 現在 の text で は 
8 の oZg. を 有する 偶数 7. で ある が , 異常 な 語形 22Zg ZZ- aor. 3d. sg.) を 正常 
な 語形 22z に 訂正 し , ze を ZZ と 読 せ こと に より , た や すく 6 み . の opg. を 持つ 奇数 
2 の. と な る : b」 Sg&&o 72 gg 227zg が gssg (ーー 一 リー リーUー い )。 即ち 。 be だ 
け で 正常 た ze み . 主 節 を 構成 し , a は 後 か ら 二 次 的 に 付加 され た 可能 性 が 強い 。 な お 。 
472 と vg た ./ 22 の 。 と の 交代 に つい て は , Y. infra.4. 1. c 「 光 鹿 の ' 


_3.2. 2Z. の 分 け 方 に 疑問 の ある 詩 節 : N. 111 eb? Cy. supra 83 4.1. 5): 
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(92) Pali 7zzg&g に お ける 2zz2c7gzggs の 形態 ( 阪 本 ) 

N. 536 6 7: N.545 29*be. の 7 
ij) N.536 た 27Z-72.6 と 7 に 関し て は , E の 編集 が 誤 つ て お り , o77ge 版 が 正しい 。 
即ち 。 EE で は 6x・7 の 8zg. の 中 , 初め の 2pZ. が 誤 つ て 散文 と し て 表記 され , その 結果 
7 は 2p の . し か 持た な いと と に な つて いる 。 但し , o/7ee 版 の 一 部 に も, 商 律 上 不適 当 
な 人 箇所 が あり , 次 の よら に 訂正 する 事 が 望ま し い : 6 ygzz つ zz272 ( 三 v. 1. B) : 16? 
yg7226272->y の 7 の cg ( 王 全 Eds. 及び Mss)。- 「 ( 
ii) N.545 VzZzz2 の gz の z7o-7Z. 29 は , EE で は , ab が 7., cd が 々 gz と し て 表記 さ bbG 
いる 。 し か し , と の 詩 節 は 完全 な vgzz. で あり , EE に お ける c の 冒頭 の 語 2zzz は b の 
最後 に 位置 すべ きも の で ある ( テ D, cf. L.Alsdorf : "Das Jataka vom weisen Vidhura,” 
WZKS 1971 p. 23-56, spec. p. 3。37. と gg2%. の 混同 に つい て は v. infra 4. 1. c. ii), 
2 の < 條 9。 


3.8 っ の の 。 の 順序 に 疑問 の ある 詩人 箇 : Ni 471 ?9c9. 


- め N. 471 7ezZz&222 が 72-72 79" は Cc と d の 順序 に 疑 い が 持た れる 。 
2gg727772 の 2go! cgzzz の の ZZossyg (一 一 U ーー リーUーU MR 
22672 の o og7772zg を 7o gg の 2ss27222 の (一 一 0U リ ーUーU リ ーー), 


c カ 2g7yg227 gzZg が "gyg72 2722ssg (一 リーーUUーU リ ーUーU), 


の 0 で や 6 


722725 の 72 の 7Z7g7" yo) gssZ (一 一 0UU リ ーーUー リ U). 
v.1.1 E-B" Zzzg2z-?) D 772 の ZZ2 の gg の o. 2. D cz の zyg72. 3.E- 全 3 Mss. ggZg. 4.D 
ey. 一 ( 訳 )8 の 半分 の [4 つ ] 足 を 持つ 8 本 爪 の この 羊 が , 4 つ 足 の と の 【[ 犬 ] に , 誰 に 
も 見 られ ず に 菓 を 運ん で 来る 。【 一 方 ,] こ いつ 【 犬 J は あいつ [ 羊 ] に 肉 を 運ん で 来る 。 一 一 
物語 の 筋 か ら は , 次 の よう な 内 容 が 要求 され る : 8 の 半分 の [4 つ ] 足 を 持つ 8 本 爪 の 
と の 羊 が , 4 つ 足 の あの 【[ 犬 ] に 肉 を 運ん で くる : 一 方 , その 【 犬 ] は と の [ 羊 ] に 

を 運ん で くる : (そし て 羊 と 犬 と は 互い 食物 を 交換 する )。 羊 と 犬 と の 食物 の 交換 が 主 
題 で ある の に , 現在 の text で は , 羊 が 菓 を , 犬 が 肉 を 運ぶ 事 に な り , 意味 を な さ な い 。 
代名詞 の 使わ れ 方 も 奇妙 で ある 。 更に , 韻律 的 に も , 正常 な vg で ある ab に 対し 
て 但し a. - の 22o 修正), cd の 形 は 期 れ て いる 。 以上 の よう な 事情 を 考慮 する と , ec 
と d は 本 来 逆 の 順序 で も つた と 推測 され る 。 | 

ci 2722922s972 の 7g7g7 (Mss.- の ya 272ssZ (一 一 0UU リ ーーUーU), 

d」 c2dzy222 2 が gzZog7 (Mss.- の gyg 222gssyge (一 リーーU リ リーUーUー い U), 
と の 場合 , な お 若干 の 修正 が 必要 で ある 。 まず 。, d 三 ci yg は 当然 2yz み で な けれ ば 
な らち た ない (= テ D)。 一 方 , c デ qd 2ygzz は ,「 犬 」 を 指す の で ある か ちら 近 称 代 名 詞 は 好ま し 
く な く , d 三 ci gzzssg に 対応 し て gso (普通 , PT 2sz く SKY Zs22) が 予期 され る 。 次 
に , d 三 ci の opg. は 2. 過剰 で ある が 。-g と ー- す のみ ー-g- の metrical sandhi Ginfra 


ー 992 一 


Pali 7zzg&g に お ける az2cAzzggs の 形態 (阪本) (93) 

_ 85 1.2) に より 解決 され る 。c 三 d の opg: は 。 cgzyo の 放 を 保持 すれ ば 9 カ 
に すれ ば 8. で ある (Y.supra 83 2.2.c. め )。 最後 に, cd の czZ. に 対し て は , Mss. に 
ね 支え られ て いな い が 。 Fausbgl と 同様 に pres. indic. 3rd. sg. - が を 考え で よい で あ 
の りら (ef, 下 . Edgerton : Buddhist Hybrid Sanskrit Grammar and Dictionary (New 
ーT Haven 1953), 1 Grammar 8 26.2)。 結局, 次 の よう な 形 が cd 0 交 O れ 3 
Cg 222 が 52272 が 7 (2) yg 放 gs52 (ーー 一 U リ ーUーUー 1 ( 


d。 czgzye2 Zoo が gso ess2 て 一 U り ウーUU り ーU リ ーUーU). 
4. 《 他 の 閣 律 と の 混同 》 
4.1. 他 の 韻律 と vgzz. 類 と の 同一 誠 節 中 で の 混用 : N. 112 1 Gb が. ? supra 
| 8 3 4.2. ii) a)) : N. 421 (96 Cacd 2 が た D 2 の .) ) N. 454 4 (ab ?gzz., c 不明 , 
d 7)) N. 508 “16.(a を 5pd。 を 有する )。.supra::3。.1。 )). (vg2 た / ZZ の. と 5/. 
の 交代 に つい て は , cf. Smith op. cit. p. 1155 8.4。 2. と の 交代 に つい て は p. 
1159 8.5.) 


1) N.421 Cgzg2727g- -7g.6 及び これ に 対応 する 人 727Zvg572 ZZ86 み 7: -7@. の 謀 人 HH 
p. 191 sq.) は , どちら も gz み . と が 7. の 混合 形態 を 示す 。 
2. 4  g の の ss ん 27272s5@ 272 722726-y-27222* (一 一 リーーUUーUUU 一 人 
b 024yo 2772gg2722” 7227g が が 2 の og が ZZ (U リ ーーUUーUーUーー), 
C sg72gZ272 の 2” vg7Z 729zgogssg (リー リーーUU 一 U 一 U), 
d yo Z26227 が ん 272o7Zg の oyg (ーー 一 0 リー リーーU リ ー リ U). 
で Y.1. 1. D 27eZg み 。 2. の 2777ZgoZ. 3. D sz/2Z2z7227o. 4.D ヵ g62g7 が .) 
4o. 8 2/ の sy 277272 727627ZO2 の の ん の (Cm りり りー リュ ) Hr ィ 人 5 
_b Opg&o gygggy7e 2 の / 2 が 2 が (て U リ ーーUU 所 りー リーー), 
C _sg/2622 72272 Az7z 27 の 2 の 2S ツ の KRSISS UM ーー リー U), 
d yo ZZgo727e ん 4222727272 の 7 が 2y2 (ーー リーーUUーUー U)※ [ 
(Ja. の 訳 ) 束 細 な 善い] 行 汽 に 対し て , と この よう に 大きな] 果報 が 私 に は ある 。 
の gzyg は 偉大 な る 王位 に 到達 し た 。 滴 f 欲 の 答 び を 捨て 記 出家 し た (の ラモン の )。 著者 
の , 何と た や すく 利益 を 得 た こと ょ ! 一 一 
の と 24o. は 著しい 一 致 を 示し , 特に b の 寺 (27.) は ほ と ん ど 同 一 - で ある 。 
と こと ころ が a は , 7g. で は 7. (但し 22222- ヶ - -27Z み 27 の 7 三 D), 4o. で は gg の Re 
一 部 分 用 語 も 異な る 。 内 容 的 に は , 前 半 ab が 語 5 り 手 本 人 (Ogg 王 ) の 行為 を , 後 
半 cd が 友人 (47gzzz2sg&z) の 行為 を 5 た つて いる と 解き ね ば な ら な い 7z. より も , 
詩 節 全体 が 語り 手 (zzzz2Z2 が Z 王 ) の 友人 (Ozz&2) で つい て | りら た だ たつ で いろ る と ょ ず る 
7o. の 方 が 。 は る か に 自然 で ある 。 又 。 韻律 的 に も , 当時 の 人 々 に よく 知ら れ て いた 


の = 


(94) Pali 7zZg&g に お ける zzgzgcAoz2zs の 形態 ( 阪 本 ) 


、 77 が, 稀 に し か 用 いら れ な い zz の . に , し か も 部 分 的 に ユン 2 あ 2. だ け 改 策 き され た と 
考え る の は 困難 で ある 。 逆 に , 本 来 は ze. で 作ら れ た 詩 仙 が 、 後に と の 客 律 の 誠 微 
- 使 つ て , 徐々 に みん:. に 変形 され た も の と 考え られ る 。 従 つて , a の 形 は AZ. の 方 な 
ソ 72. より ゃ 本 来 の 形 に より 近い で あろ うら 。 両者 と も に み z. の 形 を 示す cd に 対し て は . 
次 の よう な ge ゆ . の 原形 を 想像 で きる が , Jz. text と し て の 正当 性 を 主張 する も の で は 
な い 。 (4Z27 が 2 に お ける compound 前 肢 最 終 音 節 の 重 音節 化 に つい て は , Y. supra 
88 8.1.i), infra 85 11.4) CARoobonr 
Cr sg22d の 2 ぐう 72 の 4Z ん 26 (或いは zz?) ZZzgogysg CM りー りー りか 
中 yo の 62277 ん 227g2272 22Zy2 (ーー 一 リリーーUーUー U). 
や N. 454 Gozo: プ g. 4 は , 文脈 的 に ゃ 韻律 的 6 辻 妙 2 な 詩 節 で あ る 。 
Aa SOVZz22722 ツ 7 077/4.7277 有 (一 一 0 りーUーUー), 「 
-b 7o が 272y2 2 ZZ の zy2722y272 (一 リリ ーUUーUーUー), 
C sg762s27Z の gog727Zy22 (一 U リ ーU 一 り U デフ) 
d Agzgy2ssZ722 7e sgsg72 (一 リーーU リ ーUー). 
Re 上 イ ドー-Mss. Zzz7Zyg7 ノ ーーー( 訳 ) 黄金 製 で あれ , 宝玉 製 , 銅製 , 或いは 又 銀製 。 
・ 石 ・ ・ 珈 期 製 で あれ , 私 は あな た に 25 さ ぎ を 作 つ て あげ ょ う 。 一 一 まっ 
正常 な り 927. の 形 を 示す ab は , N. 449 274zzg&zz の g72-7Z. 3 の ab の 
と と ろ が , 後者 で は , 内 容 は 凌 な る が , cd も 前 後 の 詩 役 も すべ て 明瞭 な vgz. で ある 
の に 対し , この N.449 4 では, d が 7., c は 分 析 不 能 で あり , 前 後 の 詩 節 も 7. で ある 。 
の みな らち す 文 派 上 も 不 自然 で , 物語 の 展開 上 不 必要 で ある 。 即ち , と の 詩 節 は 明か に N. 
449 3 か ら の 俗 作 で あつ て , ab を その まま 残し , cd を 新しい 72. に 合わ せ て 作り 変え 
た が , “ 員 律 的 に 失敗 し て 痕跡 を 残し た も の と 考え られ る 。 の 
この 4 に 限ら ず , ar 全体 を 通じ て , N. 454 は , N. 449 胡 が っ ー 連 の 他 の SO ん ZZ の 2- 
7 の (死者 に 対す る 庄 し ク を 取り 除く た め の 物 語 )” の 7. (cf. H. Liders: "Die Jataka 
und die Epik" ZDMG (54) 1904 : PBilologica Imdica p. 80 sqq.) か ら の 著しい 彰 響 
を 示し 。 狂信 性 に 乏しい 。 


_4.2. 他 の 彰 健 の 如く 編集 され て いる cg. / ax: N317 1 2 (この N. 
449 6 (ZZ, Y. Supra 8 3. 人 221 ) 6 NN. 545 295p の Ya SuDrg 3.2. 1))。 

) N. 317 7gzzrogzz-7z. の 全 4 偶 の 中 , 1<3 は og, 4 は が で ある が , すべ て 
お / の 如く 二 行 詩 と し て 表記 され て いる 。 更に , E で は 49D が 7. と も og み . と も つか め ぬ 

宮 炒 な 形 を を 示し て いる が , 及び EBI 従う と 正 常 な 婦 . に 修正 され る (M 2 條 9 


4 3. ?gZz. 類 の 如く 編集 され て 0 の 0 の 良和 JN.。317 42 り (2 が oo V. SUuDra 
4.2. り ). 


9090 こ 


